
20広報にしわき　令和4年10月号広報にしわき　令和4年10月号21

▶執筆　人権教育課（市役所内線 4012）　
心のスケッチ 162

９月号の「市長からの手紙」（19㌻）で、各種証明書のコンビニ交付の時間帯を「24時間」と書きましたが、正しくは「午前６時30分～午後11時」でした。おわびして訂正します。

　

「
食
欲
の
秋
」
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
復
活
し
始
め
ま

し
た
。
先
月
は
、
西
脇
多
可
料
飲

組
合
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、

道
の
駅
で
「
う
ま
い
も
ん
市
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
こ
と
も
あ
り
、
人
出
を
気
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
弁
当
な

ど
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
早

々
に
完
売
。
せ
っ
か
く
来
ら
れ
た

方
の
期
待
を
裏
切
る
ほ
ど
の
に
ぎ

わ
い
ぶ
り
で
し
た
。
西
脇
市
に
は
、

イ
チ
ゴ
や
牛
肉
、
日
本
酒
な
ど
た

く
さ
ん
の
お
い
し
い
も
の
が
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
こ
の
た
び
西
脇
市

に
酒
蔵
を
建
設
し
、
米
作
り
か
ら

酒
造
り
を
さ
れ
て
い
る
萬
乗
醸
造

さ
ん
と
肥
育
農
家
で
あ
る
川
岸
牧

場
さ
ん
と
が
連
携
。
酒
造
り
の
過

程
で
で
き
る
「
酒
か
す
」
を
牛
の

え
さ
と
し
て
与
え
る
取
り
組
み
が

実
現
し
ま
し
た
。
酒
か
す
は
大
変

栄
養
価
が
高
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

成
分
が
牛
の
食
欲
増
進
、
肉
質
の

向
上
に
好
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
酒
か
す
を
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
と

し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、
今
、

ま
さ
に
西
脇
市
が
進
め
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
萬
乗
醸
造
さ
ん

の
山
田
錦
の
も
み
殻
を
牛
舎
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
の
ご
縁

と
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
思
わ
ぬ
「
連

携
」
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
元

で
で
き
た
酒
か
す
で
育
て
ら
れ
た

和
牛
が
「
と
っ
て
も
お
い
し
い
特

別
な
神
戸
ビ
ー
フ
」
と
し
て
た
く

さ
ん
の
方
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
い
ま
ち
」
「
元
気
な

ま
ち
西
脇
市
」
を
と
も
に
創
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

市長からの手紙
― 西脇を元気に‼ ― 105

西
脇
の
う
ま
い
も
ん
に
期
待
！肥育には地元でできた酒かすも活用

西
脇
市
長
　
片
山
象
三
　

 みなさんは「ケレケレ」という言葉をご存知
でしょうか？これは、南太平洋の島国「フィジ
ー」の言葉で、日本語にすると「分け合うこと、
共有すること」と訳され、現地では「お願い」
や「ください」といった意味で使われています。
フィジーの人たちには「自分のものはみんなの
もの、みんなのものは自分のもの」という感覚
が根付いており、ケレケレと言ってさまざまな
ものを分け合い、助け合いながら生活している
そうです。その対象は、衣服や食べ物、お金や
子育てまで多岐にわたり、フィジーを訪れた多
くの日本人はケレケレの文化に驚くようです。
　このことを教えてくれた林一平さんは、ＪＩ
ＣＡ（国際協力機構）青年海外協力隊員として
２年間フィジーに滞在し、国際協力に取り組ま
れました。日本とは大きく異なるフィジーの文
化に面白さを感じ、フィジーのように互いに支
え合えば、「気持ちを楽に、ゆとりある生活が

できるのでは」と思ったそうです。
　フィジーは決して経済的に恵まれた国とはい
えませんが、アメリカの世論調査会社の世界幸
福度調査で１位を３度も獲得するほど、幸福度
の高い国です。たとえ困ったとしても頼れる人、
助けてくれる人が身近にいるという安心感、誰
かの役に立っているという支える側の自己有用
感が幸せを感じる一因になっているのかもしれ
ません。
　私はどちらかと言うと「他人に迷惑を掛けて
はだめだ」という意識が強く、なるべく自分の
力で解決しようとして無理をすることがありま
す。一方、パートナーは近所のママ友に子ども
を預けたり、逆に預かったりと、助け合いなが
ら生活しています。私も「ケレケレ」の精神を
上手に取り入れてみようと思います。

幸せの価値観

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　重春まちづくり協議会では、重春地区の北部、南部
それぞれの魅力を生かし、事業に取り組んでいます。
　北部は都市化が進む地域である一方、豊かな自然も
残っており、その象徴である矢筈山では、登山道整備
に取り組んでいます＝写真左。矢筈山から眼下に広が
る西脇市街地は絶景。雲海のスポットとしても知られ
ています。
　南部は農地が広がる自然豊かな地域で、コスモス畑
の整備などの美しい景観づくりや、自然の恵みを体感
できる収穫体験を行っています。また、長明寺では、
平安時代の武将で歌人としても知られる源頼政公をし
のんで、毎年４月に頼政祭を行っています＝同右。

重春まちづくり協議会の取り組み
北部と南部の魅力を生かしたまちへ

【西脇市動植物生態調査研究グループ】

583西脇の自然

マイコアカネ
とんぼ科

　成熟した雄の顔が青白くなり、それが化粧
をした舞妓さんのように見えることから、
「舞妓茜」という名前がつきました。アキア
カネなどと同じ赤トンボの仲間で、市内では
放棄水田や植生の豊かな池の周辺に生息しま
す。赤トンボの仲間は市内で13種確認されて
おり、いずれも池や田んぼの周辺にいますが、
私たちが普段目にするのは、ほんの数種です。
　「赤とんぼ」という童謡もあり、赤トンボ
はほとんどの方が知っているトンボだと思い
ますが、近年、その代表格のアキアカネが急
激に数を減らしています。「最近、赤トンボ
おらへんなぁ」とならず、身近な昆虫でいて
ほしいです。

ま い こ

荒
神
社
の
ム
ク
ノ
キ
（
鹿
野
町
）

か
ん
じ
ょ
う

　

江
戸
時
代
に
三
宝
荒
神
を
勧
請
（
神
仏
の

分
霊
を
他
の
地
に
移
し
て
祭
る
こ
と
）
し
た

と
伝
わ
る
鹿
野
町
の
荒
神
社
。
そ
の
境
内
は

「
荒
神
の
森
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
ひ
と

き
わ
高
く
そ
び
え
立
つ
ム
ク
ノ
キ
で
す
。
樹

高
26
㍍
、
幹
周
り
６
・
５
㍍
、
枝
張
り
は
南

北
約
16
㍍
、
東
西
約
13
㍍
の
巨
木
で
推
定
樹

齢
は
６
５
０
年
と
考
え
ら
れ
、
兵
庫
県
内
で

第
４
位
の
幹
周
り
と
な
り
ま
す
。
平
成
16
年

に
兵
庫
県
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
同
じ
く
県
指
定
文
化
財
の
イ

チ
イ
ガ
シ
の
巨
木
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

13
年
に
自
然
倒
木
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
は
そ
の
巨
大
な
切
り
株
か
ら
、
往
時
の
姿

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イチイガシの切り株 ムクノキ（中央の巨木）

こ
う
じ
ん
じ
ゃ

▼
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合
せ　

郷
土
資
料
館
（
☎
23-

５
９
９
２
）
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